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町
民
の
皆
諜
¥
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
も
二
年
の
新
春
を
こ
こ
に
迎
え
¥
益

々
の
ご
健
勝
を
山
か
ら
お
悦
び
申
し
上
げ
ま

す。
併
せ
て
¥
己
頃
時
政
に
対
す
る
皆
様
方
の

深
い
ご
理
解
と
ご
揚
力
に
¥
衷
山
よ
り
感
謝

申

L
上
げ
ま
す
。

さ
て
¥
私
だ
ち
の
町
で
は
¥
現
在
進
め
て

い
る
大
洗
港
を
中
山
と
し
だ
開
発
話
器
聞
も

願
謂
な
唯
移
を
み
せ
¥
間
辺
地
域
の
諜
棺
も

大
き
く
変
貌
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
¥
皆
様
ご

承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
様
な
な
か
で
¥
昨
年
は
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
ガ
灰
々
に
開
催
さ
れ
¥
活
況
を
呈
し
ま

し
た
。即
ち
¥
本
E
R
初
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で

あ
っ
た
戸
ジ
戸
・
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

を
筆
頭
に
¥
国
際
学
術
会
議
や
国
・
黒
レ
ゃ
へ

ん
の
大
会
行
事
・
ま
つ
り
行
事
等
々
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
イ
ベ
ン
ト
を
矢
つ
ぎ
ば
ゃ
に

開
催
す
る
こ
と
は
¥
対
外
的
に
町
の
知
名
度

を
高
め
る
だ
け
で
な
く
¥
文
化
的
な
面
で
の

地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
ガ
る
も
の
と
害
え

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
¥
私
た
ち
の
町
で
は
ま
だ
ま
だ
¥

為
し
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
お
り
ま
す
。

現
に
港
港
計
画
の
中
に
語
り
こ
ま
れ
て
い

る
マ
リ
|
ナ
計
画
¥
道
湾
首
後
地
の
整
備
や

総
合
運
動
公
閣
の
整
備
、
ゴ
ミ
処
理
施
設
の

建
設
¥
重
に
は
¥
下
水
道
事
業
の
施
工
等
の

諸
問
題
で
あ
り
ま
す
。

本
年
も
こ
れ
ら
一
つ
一
つ
と
蓮
実
に
取
り

組
み
¥
現
実
の
も
の
と
す
る
だ
め
努
力
し
て

い
く
所
寄
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
方
に
は
¥
本
年
も
一
震
の
ご
吏
援
ご

鞭
謹
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま

す。
終
り
に
¥
皆
様
の
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
¥
新
春
の
倒
接
出
と
い
た
し
ま
す
。
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す
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な
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¥
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岡
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思
え
ば
¥
一
方
附

州

問

民

ψ
R

誠
職
制
御
〆
問
一
で
は
¥
寸
爵
に
な
州

側
持
能

F
J

一
騨

A
1
jリ
当
…
る
し
の
で
な
く
「
晴
州

側
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常
時
日
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山

川

べ

単

一

A
議
JJ協
の
意
味
を
一
一
一
一
口
う
地
山

州

/

謡

時

を

よ

立

方

も

あ

り

ま

す

。
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馬

と

人

間

と

の

関

川

係
¥
そ
の
地
域
の
削

川
一

Jζ
祐
二
年
は
午
年
で
す
。
気
候
条
件
な
ど
の
違
い
に
よ
制

(

{
 

州
て
一
信
一
馬
は
¥
人
間
と
意
る
も
の
で
し
ょ
う
。
州

問
患
の
か
よ
う
家
畜
と
し
て
¥
一
=
一
堂
E

曜
の
つ
く
文
字
も
い
附

;

i

l

 

YEμ
ら
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
長
官
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
州

問
た
。
利
口
な
動
物
と
い
う
わ
駅
¥
駐
車
場
な
ど
は
現
代
で
川

川

け

で

す

。

も

重

要

な

夏

通

用

語

で

す

。

州

州
で
も
¥
最
近
は
¥
罵
を
見
か
つ
て
¥
痛
が
活
躍
し
た
時
州

制
か
け
る
こ
と
ガ
少
な
く
な
り
代
ガ
し
の
試
れ
ま
す
。
問

削
ま
し
だ
。
八
万
二
干
頭
j

i

「
驚
し
は
¥
馬
ガ
前
足
を
州

附
こ
れ
は
¥
白
本
で
飼
わ
れ
て
上
げ
て
¥
後
ろ
足
で
立
ち
¥
川

州
い
る
馬
の
一
番
最
近
の
数
で
上
向
く
意
昧
で
¥
驚
い
た
と
附

川
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
ガ
棄
罵
き
¥
こ
の
よ
う
な
姿
勢
に
な
問

削
用
で
¥
農
耕
矯
¥
ば
ん
馬
り
ま
す
o

「騒
L

は
馬
、
か
だ
く
州

州
(
再
を
引
か
せ
る
馬
)
な
ど
さ
ん
寄
り
集
ま
る
こ
と
で
¥
附

仰
は
少
数
派
で
す
。
ち
な
み
に
そ
れ
が
「
騒
ガ
し
い
し
の
意
州

州
牛
は
¥
肉
牛
¥
乳
牛
を
中
山
味
に
な
り
ま
し
だ
。
州

州
に
約
四
百
七
十
万
頭
ガ
館
膏
と
こ
ろ
で
¥
初
も
う
で
や
州

附

さ

れ

て

い

ま

す

。

合

格

祈

顧

に

奉

納

す

る

結

馬

州

州
人
類
、
ガ
馬
を
家
畜
と
し
て
は
¥
も
と
は
神
社
や
寺
に
馬
州

側
飼
い
始
め
だ
の
は
¥
牛
よ
り
を
奉
納
す
る
代
わ
り
に
¥
馬
州

問
も
遅
く
、
紀
元
前
四
千
年
ご
の
給
を
書
い
た
の
ガ
始
ま
り
州

制
ろ
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
問

酬
そ
し
て
今
日
ま
で
¥
運
搬
用
¥
さ
て
¥
今
年
は
¥
馬
力
戸
川

川
農
耕
鴎
¥
乗
馬
用
は
も
ち
ろ
ツ
ブ
し
て
大
い
に
叩
頑
張
り
ま
州

側
ん
¥
戦
争
や
狩
猟
に
も
馬
は
す
か
¥
そ
れ
と
も
馬
耳
東
風
州

側

登

場

し

ま

す

。

:

:

:

マ

イ

ベ

ス

で

の

ん

び

州

山

こ

う

し

を

罵

と

人

間

り

い

き

ま

す

か

o

い
ず
れ
に
川

&
で
{
す
め
と
の
密
接
し
て
も
¥
ウ
マ
く
棄
り
切
り

酬
な
間
柄
を
反
映
し
て
¥
馬
に
だ
い
も
の
で
す
。
…
…

』一一一一工芸一工一吉一工芸一一工一口一一工一口一一圭一…一一玄一三一工三一工三一一工一一一=亙=一一主=一一一
ψ

主…一一工=一一一工一一一一一友一==茎一一一王一一一一一工一一一一一工一一一一王主主一一一一干喪主主一司



も百らあおお 第217号 (2)，

大
洗
町
告
示
第
担
号

地
方
自
治
法
第

m条
第
5
項
及
ぴ
、
大
洗
町
財
政

状
況
の
作
成
及
ぴ
公
表
に
関
す
る
条
例
に
よ
り
、
昭

和
出
年
度
一
般
・
特
別
会
計
の
決
算
を
公
表
し
ま
す
。

平
成
一
万
年
ロ
月
訪
日

大

洗

町

長

竹

平成2:e手 1月5臼

一般会計をはじめ8つの特別会計を含む昭和63年度の決算が原案どおり第 3田大洗町定例議会において、

認定されました。

内

宏

一職金書十の決算状涜

〔歳

繰越金 156，230千円 (3.1%)

財産収入 142，008千円 (2.8%)

分担金及ぴ負担金 73，812千円(1.5%)
地方議与税 40，082千円 (0.8%)

娯楽施設利用税交付金 42，267千円 (0.8%)

自動車取得税交付金 40，711千円 (0.8%)

寄附金 25，530千円 (0.5%)

利子劉交付金 10，909千将 (0.2%)

交通安全対策特別交付金 4，243千汚 (0.1%)

問税

2，394，668千円
(47.4%) 

土木費
1，458，006千円
(30.4%) 

総務費

931，609千円
(19.5%) 

%) 
決 算 客員 翌年度へ

笑質
Z=E 〉、 計 名 最終予算額 歳 入 (A) 歳 出 (B) 差 51 繰越すべ 収支額

金 客員 収入率 金 害責 執行率 (A)-(B) き財源

国民健康保険特別会計 1，519，906 1，501，445 98.8 1，375，697 90.5 125，748 1 125，748 

老人保健特別会計 1，068，415 1，027，337 96.2 1，016，962 95.2 10，375 10，375 

地方卸売市場冷凍冷 収益的 ((収入)) 56，257 57，144 101.6 50，042 95.5 7，102 7，102 支出 52，408 
蔵庫事業特別会計

資本的 3，849 3，849 100.0 ム3，849 ム3，849

桜道土地区画務理事業特別会計 236，842 119，845 50.6 117，983 49.8 1，862 1，862 

サイクリングターミナル事業特別会計 16，192 21，625 133.6 15，740 97.2 5，885 5，885 

公共下水道事業特別会計 167，215 166，434 99.5 166，434 99.5 。 。
公 平 委 員 J三E三h 8，973 9，033 100.7 7，677 85.6 1，356 1，356 

収益的 ((収入))349，223 355，222 101. 7 319，816 91.6 35，406 35，406 支出 349，223 
水道事業会計

((収入)) 56，020 資本的
支出 152，172 

42，224 75.4 119，297 78.4 ム77，073 ム77，073

(単位:一千円，
会計の決算状況

埋めたてられた勘十掘に大洗港杉ノ下線が伸びる

主
奪
事
業
(
一
披
金
計
)

O
語
学
指
導
外
国
車
同
年
招
致
事
業
・
回
、
七
ニ
九
千
円

。
小
・
中
学
校
諸
施
設
整
備
:
:
:
一
一
、
七
O
六
千
円

。
町
民
会
館
自
主
文
化
事
業
:
・
・
:
一
、
四
六
七
千
円

。
小
・
中
学
校
演
劇
鑑
賞
の
集
い
:
二
、
二
ニ
六
千
円

。
総
合
運
動
公
爵
建
設
事
業
及
ぴ
管
理
費

・
・
・
六
四
八
、
五
五
五
千
円

。
堀
割
敷
地
造
成
:
:
-
j
i
-
-
・
:
:
一
回
、
七
五

O
千
円

。
新
町
地
区
集
会
所
建
設
事
業
:
ニ
七
、
五
五
O
千
円

。
船
渡
地
底
集
会
所
建
設
事
業
:
:
:
九
、
六
五
O
千
円

。
町
道
整
備
事
業
:
-
j
i
-
-
-

二
O
七、一

O
O千
円

O
交
通
安
全
施
設
整
備
ぃ
:
:
E
・E・
-
・
:
:
一
二
、
八
二
二
千
円

O
都
市
下
水
路
整
備
事
業
:
・
-
-
一
ニ
七
、
八
六

O
千
円

。
国
民
健
康
保
険
事
業
繰
出
金
:
・
四
七
、
七
六
八
千
円

。
老
人
保
健
一
事
業
繰
出
金
・
・
・
四
九
、
五
九
八
千
円

。
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
:
:
・
:
:
一

O
、
一
四
七
千
円

O
老
人
福
祉
事
業
の
充
実
:
:
:
:
一
七
、
八
六
ニ
千
円

。
大
洗
港
建
設
事
業
負
担
金
:
・
一

O
三
、
五
九
一
二
千
円

O
水
田
農
業
確
立
対
策
事
業
:
:
:
:
九
、
四
四
七
千
円

。
第
八
回
全
冨
震
か
な
海
づ
く
り
大
会
負
担
金

:
・
:
・
一
一
四
、
一
八
九
千
円

。
大
洗
マ
リ
ン
タ
ワ
!
外
構
繋
備
事
業

:
:
・
:
二
八
、
七

O
O千
円

。
観
光
対
策
事
業
・
・
・
・
・
:
:
:
・
一
一
八
、
二
五
四
千
円

。
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
積
立
金
:
・
ニ

O
、
0
0
0千
円

。
公
共
下
水
道
特
別
会
計
繰
出
金

二
六
、
一
八
四
千
円

。
桜
道
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

一
一
二
、

O
一
四
千
円

完成なった総合運動公園体育館

大洗町役場等の業務については、平成2年 1月から毎月の第2土曜日@第4土曜日が休みとなります。
閉庁(休み)にあたって何かとご不便をおかけいたしますが、町民の皆さまのご理解とご協力をお願い
申し上げます。

なお、今までどおり業務を行う部門と閉庁(休み)する部門は次のとおりです。

役場本庁舎(全課@室@局)

教背委員会事務局

保イ建センター(衛生課)

消防本部、水道事務所(水道課)

※死亡届、火葬等の業務は受信けます。

TEL.大洗町役場(67)5111間(総務課・内線24)

小@中学校、幼稚園、国了立保青所

消防署、町民会館、公民館

運動公園、テニスコート、プーjレ
冷凍冷蔵庫、老人いこいの家

浄水場、清掃センタ一、火葬場

マリンタワー、サイクリングターミナjレ

※くわしくは、各施設又は役場総務課へお問い合わせ下さい



L、らあ主事お 平成2:e手 1Fl 5日

官悌二高年幹事
:転務パ事費r:瞬く
本清掃で環境美化に貢献本

大
洗
町
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、

毎
週
月
曜
日
の
海
浜
公
嵐
清
掃
や
、
夏

の
海
岸
清
掃
、

9
月
初
日
の
一
斉
清
掃

と
、
地
域
の
環
境
美
化
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

作
業
は
な
か
な
か
大
変
で
す
。
夏
は

強
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
、
冬
は
凍
て

つ
く
寒
さ
が
日
比
も
と
か
ら
は
い
上
が
っ

て
き
ま
す
。
ま
し
て
、
ヒ
ザ
や
腰
な
ど

必
ず
ど
こ
か
し
ら
持
病
を
か
か
え
て
い

る
お
年
寄
り
は
尚
更
の
こ
と
。
し
か
し

誰
も
が
「
少
し
で
も
町
の
お
役
に
」
と

頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
感
謝
の
こ
と
ば

も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
高
年
者
ク
ラ
ブ
員
の
努

力
が
認
め
ら
れ
、
名
誉
あ
る
平
成
元
年

度
の
パ
ラ
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ほ
う
賞
式
は
日
月
部
門
口
、
水
戸
市
民

会
館
で
行
な
わ
れ
、
連
合
会
長
の
回
山

包
さ
ん
が
県
知
事
代
理
の
酒
井
県
北
総

合
事
務
所
長
か
ら
は
、
つ
状
を
受
取
り
ま

し
た
。白
山
連
合
会
長
は
「
み
ん
な
良
く
や

っ
て
く
れ
た
か
ら
。
こ
れ
か
ら
も
お
役

に
立
ち
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し

た。
ど
う
か
、
無
理
だ
け
は
し
な
い
で
頑

張
っ
て
下
さ
い
。

者
匿

退
職
者
医
療
制
度
は
、
長
い
間
会
社

や
役
所
に
勤
め
て
い
て
退
職
し
、
被
用

者
年
金
(
厚
生
年
金
な
ど
)
か
ら
年
金

を
受
け
て
い
る
方
と
、
そ
の
家
族
に
適

用
さ
れ
、
老
人
保
健
お
移
る
ま
で
、
こ

の
制
度
で
診
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ム
M

対
象
に
な
る
方
は

次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
、
及
び
そ

の
被
扶
養
者
(
本
人
と
同
居
し
退
職
者

の
収
入
で
生
計
を
維
持
し
て
い
る
家

族
)
で
す
。

②
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
わ
る
方
。

②
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て
な
い

方
。
(
並
日
通
は
刊
歳
以
上
)

③
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な
ど
か

ら
老
齢
年
金
や
退
職
年
金
を
受
け
て

(3)第217号

度
じ
っ
し
い
て

い
る
方
で
、
そ
の
年
金
の
加
入
期
間

が
却
年
以
上
か
、
的
歳
以
後
の
加
入

が
叩
年
以
上
あ
る
方
。

女
対
象
者
に
な
っ
た
ら

年
金
の
受
給
権
が
発
生
し
た
日
か
ら

対
象
者
に
な
り
ま
す
。
証
書
が
送
ら
れ

で
き
た
ら
、

M
H

日
以
内
に
役
場
国
保
係

に
届
け
て
下
さ
い
。

〈
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
〉

「
国
民
健
康
保
険
退
職
被
保
険
者
証
」

(
国
保
係
で
交
付
)
を
病
院
等
の
窓
口

に
出
し
、
自
己
負
担
金
を
払
っ
て
受
診

し
ま
す
。

〔
本
人
〕

外
来
・
入
院

1
2割
負
担

〔
家
族
〕

外
来

1
3割
負
担

入
院

1
2割
負
担
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ム
M

保
験
税
の
決
め
か
た

医
療
費
!
閣
の
補
助
金

l
自
己
負
担
金

i
全
体
の
保
険
税
(
予
測
値
)

こ
れ
を
、

平
等
割
(
世

帯
数
)
・
均

等
割
(
家
族

数
)
・
所
得

割
・
資
産
割

に
基
づ
い
て

計
事
し
ま
寸
。

J
霊
百
意
。
と
い
う
隠
し
味
が
入
っ
て
い

る
の
で
す
か
ら
。

〈
お
弁
当
の
メ
ニ
ュ
ー
〉

わ
か
め
ご
は
ん
・
鳥
肉
の
つ
く
ね
煮
・

サ
ン
マ
の
蒲
焼
き
圃
さ
つ
ま
芋
サ
ラ
タ
・

白
滝
と
ブ
タ
肉
の
い
り
煮
・
き
の
こ
の

イ
タ
メ
あ
え
・
味
噌
汁
(
側
カ
ロ
リ
ー
)

i
指
導
・
・
野
口
栄
養
士
|

{
お
問
合
せ
先
}

住
民
課
・
国
民
健
康
保
険
係

母

印

1
5
1
1
1
・
内
線
臼

水

事

本

年

度

の

工

事

は

、

中

部

j
東
部
幹

下

工

線

約

問

m
(
田
中
理
容
所
間
近
か
ら
山
石

共

よ

。

城

印

刷

所

前

近

ま

で

)

で

、

県

道

水

公
い
す

る

よ

ま

一

戸

・

鉾

m-
佐
原
線
に
汚
水
管
理
設
の

け
い
り
工
事
を
行
な
い
ま
す
。
工
事
中
は
道
路

お
か
な
を
掘
削
し
ま
す
の
で
、
交
通
規
制
な
ど

に
業
と

商

事

始

ご

一

小

笠

、

ご

迷

惑
d

乞
お
か
け
し
ま
す

本

道

開

が

皆

さ

ま

の

こ

協

力

を

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

(

都

市

計

画

課

)

ー
惑
っ

一

意

「
i

l

大
運
行
融
点

水
戸
地
反
一
安
全
運
転
管
理
者
協
議
会

が
主
催
し
た
「
第
日
国
運
行
前
点
検
競

技
水
戸
地
区
大
会
」
が
去
る
刊
月
お
日

水
戸
市
根
本
町
の
茨
城
中
央
自
動
車
教

習
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
安
全
運
転
管
理
者
選

任
事
業
所
に
所
属
す
る
運
転
者
と
し
て

率
輔
管
理
技
術
の
向
上
と
、
交
通
安
全

意
識
の
高
揚
を
図
る
も
の
で
大
洗
町
か

ら
四
名
の
方
が
出
場
し
ま
し
た
。

O
大
洗
ゴ
ル
フ
場
菊
池
祝
男
き
ん

O
日
本
原
子
力
大
洗
研
究
所
米
川
清

一
さ
ん
O
動
力
炉
核
燃
料
開
発
事
業
団

大
洗
工
学
セ
ン
タ

i

須
藤
寛
き
ん

肝

競
技
会
で

2
位
女

O
日
本
核
燃
料
開
発
鰯
薄
井
豊
寿

さ
ん
競
技
の
結
果
、
大
洗
ゴ
ル
フ

相
場
の
菊
池
さ
ん
が
第
ニ
伎
に
入
賞
さ

れ
燥
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

本
協
議
会
大
洗
支
部
(
関
根
信
支

部
長
・
会
員
町
名
)
は
水
産
加
工
業

の
方
、
原
子
力
関
係
事
業
所
な
ど
で

組
織
し
て
お
り
、
事
業
計
画
に
基
づ

き
、
優
良
事
業
所
、
管
理
者
の
表
彰

を
は
じ
め
交
通
安
全
運
動
に
積
極
的

に
協
力
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
安

全
運
転
管
理
の
模
範
的
事
業
所
の
祝

祭
研
修
を
行
な
い
、
こ
れ
ま
で
に
栃

木
県
の
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
、

B

務
課
長

N
l
l
j

強

大

臣

表

彰

l
L

信
一
向
陛
下
に
拝
関
の
栄

l

ー
天
皇
@

評
価
を
さ
れ
る
こ
と
を

g
的
に
仕
事

を
す
る
人
が
い
た
ら
、
ま
ず
良
い
仕
事

は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
良
い
評
価
が

得
ら
れ
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
企
ま
ず
し
て
高
い
評
価
を

受
け
た
持
は
、
ほ
ん
と
7
に
う
れ
し
い

も
の
で
す
。

こ
の
ほ
ど
飛
国
三
郎
税
務
課
長
が
、

地
方
税
務
行
政
に
対
す
る
永
年
の
功
績

を
認
め
ら
れ
、
自
治
大
臣
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
日
月
幻
日
に
千
代
悶
監
の
麹

町
会
館
で
行
な
わ
れ
た
表
彰
式
に
は
、

ま
さ
夫
人
も
随
伴
、
つ
い
で
長
居
に
赴

き
、
宮
殿
「
春
秋
の
間
」
に
お
い
て
天

皇
裏
后
両
陛
下
に
接
見
を
賜
り
ま
し
た
。

荘
厳
、
静
粛
、
捌
人
の
参
列
者
は
緊

張
の
様
。
張
り
つ
め
た
会
場
に
凍
と
し

て
響
く
天
自
主
陛
下
の
い
た
わ
り
の
お
一
言

葉
。
飛
田
税
務
課
長
ご
夫
妻
に
と
っ
て

は
、
人
生
の
花
が
聞
い
た
よ
う
な
瞬
間

だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

地
方
公
務
員
と
し
て
的
年
、
そ
し
て

税
務
と
い
う
憎
ま
れ
る
こ
と
の
多
い
仕

事
一
筋
に
却
年
。
そ
し
て
、
定
年
ま
で

あ
と
3
ヶ
月
足
ら
ず
。
本
人
と
家
族
だ

け
が
知
る
苦
労
の
数
々
を
思
い
起
こ
す

ω
仰
@
伶
櫛
@
ゆ
齢
@
防
備
@
ω
徽
@
防
仰
@
命
悌
@
命
働
ゆ
@
鋤
@
ゆ
悌
@
命
勝
ω
ω
仰
@
命
倫
@
@
鋤
め
@
榊
@

産
自
動
車
栃
木
工
場
、
シ
ャ
ー
プ
鮒
電

子
機
器
事
業
本
部
な
ど
を
視
察
し
、
会

員
の
親
睦
と
研
修
の
成
果
を
あ
げ
て
お

り
ま
す
。
(
総
務
課
)

ヘ
関
根
支
部
長
と
第
2
位
入
賞
の
/

/

菊

池

さ

ん

(

左

)

¥

と
き
、
そ
の
喜
び
は
い
か
ば
か
り
で
し

ょ
、
っ
か
。
高
級
官
僚
の
よ
、
つ
に
天
下
り
も
な
く
、

せ
い
ぜ
い
永
年
勤
続
表
彰
程
度
の
役
場

職
員
。
で
も
、
地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
と
努

力
す
れ
ば
、
必
ず
報
わ
れ
る
と
い
う
範

を
示
し
て
く
れ
た
税
務
課
長
の
受
賞
で

し
た
。

綿
一
町
会
館
で

寄

鰭

一
、
外
欄
及
び
右
燈
篭

磯
浜
町
五
八
三
七

高
崎
石
材
工
業
高
崎
一
雄
殿

(
回
無
縁
墓
地
の
環
境
整
備

と
し
て
)

一
、
金
二
万
円
也

ウ
エ
ッ
ジ
代
表
小
野
瀬
裕
一
殿

外
4
ク
ラ
ブ
殿

(
老
人
福
祉
事
業
の
一
部
と

し
て
)

一
、
金
二
十
万
円
也

磯
浜
町
七
一
二

O

坂

本

博

殺

(
社
会
福
祉
資
金
の
一
部
と

し
て
)

一
、
金
十
万
円
也

磯
浜
町
田
一
一
一
一
一

菱
幸
運
輸
掛
水
戸
営
業
所
長

水
野
桂
古
殿

(
道
路
環
境
整
備
費
の
一
部

と
し
て
)

一
、
金
五
万
円
也

東

宏

会

会

長

鴨

川

(
老
人
福
祉
事
業
の

し
て
)

立せ部成
と殿
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魚
市
場
は
楽
し
い
。
今
日
は
向

、
ガ
揚
ガ
っ
て
い
る
の
か
?
ち
ょ
っ

と
ド
キ
ド
キ
す
る
。
寒
流
系
¥
暖

流
系
¥
見
た
こ
と
も
な
い
色
川
¥
ま

だ
生
き
て
い
る
魚
。

市
場
に
は
水
族
館
に
な
い
期
待

感
ガ
あ
る
。
怒
鳴
り
つ
け
ら
れ
そ

う
な
活
気
に
ビ
ク
つ
き
な
ガ
ら
覗

い
て
み
だ
。

ハ融

虎
汚
豚
(
フ
グ
)
。
リ
月
が

漁
の
シ
ー
ズ
ン
。
全
て
が
築
地

へ
直
行
。
浜
値
は
キ
ロ
当
た
り

7
千
円

l
i
万
円
だ
が
、
料
亭

で
は
安
石
並
み
の
価
格
と
な
る
。

中
に
は
な
ぜ
か
、
山
口
県
産
に

な
っ
て
し
ま
う
フ
グ
も
あ
る
と

の
こ
と
。
(
?
'
)

平成2年 1月5日

蛸
(
タ
コ
)
。
い
わ
ゆ
る
地

ダ
コ
。
一
日
約
川
キ
ロ
の
水
揚

げ
だ
そ
う
で
す
。
ア
フ
リ
カ
ダ

コ
ば
か
り
食
べ
馴
れ
て
い
る

若
い
人
に
地
ダ
コ
を
出
す
と
、

「
外
国
モ
ノ
は
固
い
ね
」
と
い
っ

て
イ
ヤ
が
る
と
か
。
あ
あ
、
食
料

輸
入
大
国
ニ
ッ
ポ
ン
。

三
浜
地
方
(
大
洗
・
那
珂
湊
・
平
磯
)

に
冬
の
訪
れ
を
告
げ
る
、
一
一
一
浜
駅
伝
競

争
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ロ
月
3
日
(
日
)
に
那
珂
湊
港
に
集
合

し
た
の
は
中
学
の
部
組
チ

i
ム
(
お
・

4
M
)
高
校
の
部

5
チ
l
ム
、
一
般
の

部
訂
チ

i
ム
(
犯
・

5
凶
)
。
午
前
日
時

に
漁
村
セ
ン
タ
ー
前
を
勢
い
よ
く
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

大
洗
町
の
中
継
点
は
老
人
憩
い
の
家

前
。
媛
冬
で
、
マ
ラ
ソ
ン
に
は
少
し
高

ゐ
胃

め
の
気
温
の
せ
い
か
、
タ
ス
キ
を
渡
す

と
倒
れ
こ
む
ラ
ン
ナ
ー
も
。

町
内
中
学
校
か
ら
は
4
チ
l
ム
が
出

場
し
ま
し
た
が
、
昨
年
の

7
位
か
ら
大

き
く
後
退
、
一
中
A
チ
l
ム
の
口
位
が

最
高
で
し
た
。
来
年
は
ガ
ン
バ
レ
/

{
願
位
と
記
鵠
〕

ロ

位

一

中
A
:
・1
時
間
出
分
5
秒

部

位

南

中
A
:
i
持
陪
回
分
出
秒

泊

位

一

中
n
p
:
1
時
間
部
分
町
秒

剖

位

南

中
nu---1
時
間
泊
分
館
秒

大
洗
ロ

i
タ
リ
i
ク
ラ
ブ
が

自
転
車
と
除
機
を
寄
階

寝
た
き
り
や
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄

り
に
と
っ
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ

i
さ
ん
は
、
時
に
肉
親
よ

り
も
頼
り
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
っ
。

そ
の

5
入
の
へ
ル
パ
ー
さ
ん
の
足
、

「
自
転
車
」
が
な
く
て
、
今
ま
で
自
分

の
物
を
使
っ
て
い
た
と
は
・
:

備
口
聞
の
自
転
車
も
2
ム
口
あ
り
ま
し
た

が
大
変
な
中
古
口
問
。
厳
し
い
予
算
の
せ

い
と
は
い
え
、
誠
に
心
苦
し
い
か
ぎ
り

で
し
た
。
こ
の
窮
状
を
開
い
た
の
が
大
洗
ロ
ー

タ
リ

i
ク
ラ
ブ
(
山
崎
正
会
長
)
。
平

速
、
変
速
機
付
き
の
自
転
車
4
台
と
、

老
人
憩
い
の
家
で
使
う
掃
除
機
1
台

(
計
約
問
万
円
)
を
寄
附
し
て
く
れ
ま

し
た
。
写
真
は
、
新
し
い
自
転
車
の
ハ

ン
ド
ル
を
握
っ
て
ル
ン
ル
ン
気
分
の
へ

ル
パ
ー
さ
ん
で
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
古
渡
事
務
局
長

も
「
本
当
に
あ
り
が
た
い
。
の
ど
か
ら

手
が
出
る
ほ
ど
欲
し
か
っ
た
。
い
つ
も

の
こ
と
な
が
ら
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。
」

と
、
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

CT  o出亡3=>Eコ持Eご』CT  CT  

日
月
初
日
(
日
)
は
一
気
に
冬
が
訪
れ

た
か
の
よ
う
な
寒
き
で
し
た
。
一
中
体

育
館
の
冷
え
込
み
は
想
像
以
上
。

し
か
し
、
町
民
卓
球
大
会
に
集
ま
っ

た
町
名
の
皆
さ
ん
は
元
気
モ
ノ
ば
か
り

で
し
た
。
「
パ
シ
ッ
パ
シ
ッ
」
と
い
う
音

が
小
気
味
よ
い
ラ
リ

l
。
ス
マ
ッ
シ
ュ

の
勢
い
は
、
床
を
け
破
ら
ん
ば
か
り
a

寒
さ
な
ど
ど
こ
吹
く
風
で
、
小
さ
な
白

球
に
全
神
経
を
集
中
さ
せ
て
い
ま
L
た。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
中
学
女
子
の
部
〉

優

勝

永

浜

聖

子

(

一

中

)

準
優
勝
石
井
い
ず
み
(
南
中
)

第
3
佼
永
田
凶
光
世
(
南
中
)

〈
中
学
男
子
の
部
〉

優
勝
建
一
野
勇
一
(
南
中
)

準
優
勝
田
山
慶
喜
(
一
中
)

第
3
位

飛

回

誠

二

中

)

〈
高
校
・
一
般
の
部
〉

優

勝

塚

田

，

真

司

準

優

勝

氏

本

聡

第
3
位

小
沼
義

一
面
両
校
・
一
般
の
部
で
優
勝
し
た
/

/
塚
田
凶
さ
ん

L

ら

。ド
後
藤
亀
泉
選

七
五
三
小
8
き
背
広
の
胸
を
張
る

永

町

石

塚

芳

夫

〔
評
〕
十
一
月
に
入
る
と
、
神
社
は
、

和
洋
と
り
ど
り
の
精
着
の
子
供
達
で

賑
わ
、
「
も
こ
の
子
は
智
広
姿
で
あ
る
。

蝶
タ
イ
で
締
め
た
襟
元
の
で
の
小
さ

な
胸
を
誇
ら
か
に
ピ
ン
と
張
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

か
す
か
な
る
音
を
重
ね
て
木
の
葉
散
る

桜

道

真

田

静

子

回
〔
評
〕
木
の
葉
が
散
っ
て
い
る
。
一

同
棄
ま
た
一
葉
と
地
に
届
く
か
す
か
な

ぞ

泡

あ

る

、

骨
#
日
が
聞
こ
え
る
。
或
は
落
葉
と
落
葉

山
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
の
点
目
か
も
知
れ

一
ぬ
。
静
か
な
空
間
に
、
落
葉
が
静
か

一
な
時
を
重
ね
て
い
る
。

一
鹿
島
線
釣
瓶
落
し
の
白
に
映
え
て

一

角

一

前

原

青

嵐

一
〔
評
〕
鹿
島
線
は
い
ま
、
私
達
に
と

一
っ
て
身
内
の
親
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

一
高
架
上
を
ゆ
く
姿
を
見
る
と
き
、
あ

一
あ
今
日
も
元
気
に
走
っ
て
い
る
な
と

一
思
う
。
赤
の
車
体
を
横
切
る
幅
広
の

ホ
ワ
イ
ト
ラ
イ
ン
が
、
今
秋
の
入
自

に
嫌
い
て
鮮
か
で
あ
る
。
井
戸
に
釣

瓶
を
落
と
す
よ
、
つ
に
慌
し
く
落
ち
る

秋
の
日
を
「
釣
瓶
落
し
の
日
」
と
言

い
換
え
た
季
語
も
そ
ろ
そ
ろ
定
菊
し

て
き
た
よ
、
7
で
あ
る
。

一
枝
の
木
犀
の
香
を
壷
に
移
す

祝

町

今

川

田

成

〔
評
〕
わ
が
庭
に
香
り
咲
く
木
犀
。

そ
の
一
枚
を
裁
り
と
っ
て
花
瓶
に
挿

す
。
一
戸
外
の
香
を
部
屋
内
に
移
し
入

れ
た
の
で
あ
る
。

ふ
る
里
の
大
根
ど
っ
と
窟
け
ら
る

永

町

桜

井

政

吉

〔
評
〕
生
家
か
ら
大
量
の
大
根
が
届

け
ら
れ
た
。
「
ど
っ
と
」
が
い
か
に
も

大
根
の
感
じ
で
あ
る
。
町
住
み
の
身

に
は
ふ
る
里
人
の
お
お
ま
か
さ
が
貴

重
で
も
あ
り
嬉
し
く
も
あ
る
の
だ
。

冬
浪
奇
枕
辺
に
開
く
浜
の
宿

新

町

岸

和

田

和

子

〔
評
〕
冴
え
渡
る
寒
夜
の
大
気
は
特

に
潮
騒
を
伝
え
日
明
い
。
寝
入
ろ
う
と

す
る
存
に
聞
こ
え
て
く
る
の
は
、
ひ

た
す
ら
に
冬
浪
の
音
ば
か
り
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
指
は
旅
宿
で
は
な
く
、

わ
が
家
と
解
し
た
い
。

こ
び
き

木
挽
唄
聞
く
も
紅
葉
の
宿
ら
し
き

磯

浜

村

沢

み

ち

を

(
評
〕
こ
れ
は
紅
葉
狩
の
途
次
立
寄

っ
た
旅
宿
で
の
こ
と
。
宿
の
も
て
な

し
か
或
は
他
の
部
屋
か
ら
の
も
の
か
、

ぞ
ま

土
地
人
の
謡
、
っ
柚
瞬
を
聞
く
こ
と
が

出
来
た
の
で
あ
る
。
紅
葉
宿
な
ら
で

は
の
興
趣
で
あ
る
。

こ
の
あ
た
り
紅
葉
遠
山
す
で
に
嘗

髭

釜

稲

田

富

穂

夫
の
手
に
鑓
り
巡
る
や
菊
花
展

磯

浜

谷

ひ

ろ

し

木
藤
の
散
り
つ
く
す
日
と
な
り
に
け
り

磯

浜

浅

見

道

子

日
の
丸
奇
立
て
て
勤
労
感
謝
の

B

明

神

町

白

白

一

郎

朝
一
戸
繰
り
落
奨
掃
く
こ
と
臼
諜
と
す

明
神
町
小
松
崎
美
代

冬
の
蜘
妹
叩
く
た
め
ら
ひ
あ
り
に
け
り

明

神

町

田

中

勝

校

た
っ
ぷ
り
と
墨
匂
は
せ
て
賀
状
書
く

髭

釜

川

上

弘

切
子
の
日
向
臼
向
に
移
し
干
す

夏

海

大

賞

千

代

子

4 
;7 

摩
) 11 
σ〉
東水
光 i!m
台れ
そ
め
泉し
子
鴨
き鳴
よく

茶
碗
よ
り
の
ぼ
る
湯
煙
り
初
時
雨

祝

町

今

川

う

め
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こ
ん
本
と
告
に
こ
そ
横
盤
一
一
審
査
会
へ

の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
日
人
の
審
査
員
の
集

ま
り
で
す
が
、
犯
罪
の
被
害
者
な
ど
か
ら
、
検
察

官
の
不
起
訴
処
分
が
納
得
で
き
な
い
と
し
て
審
査

の
申
立
て
を
受
け
た
と
き
に
、
検
察
{
自
の
不
起
訴

処
分
の
よ
し
あ
し
を
審
査
す
る
こ
と
を
主
な
仕
事

と
し
て
い
ま
す
。
事
件
を
審
変
し
て
も
ら
う
の
に
、

全
く
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
申
立
て
の
方
法
等

の
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

水
戸
地
方
裁
判
所
内
水
戸
検
察
審
資
会
事
務
局

岱
凶

oo--聞
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
質
問
〉
私
の
友
人
の
A
さ
ん
は
、
小
型
ト
ラ
ッ

ク
に
は
ね
ら
れ
、
足
の
品
同
を
折
る
な
ど
の
重
傷
を

B
頃

、

町

政

の

運

営

を

側

面

か

ら

支

負

っ

て

3
ヵ
月
ほ
ど
入
院
し
ま
し
た
。
加
害
者
の

え
て
い
る
町
内
会
長
・
一
院
長
・
納
税
組

B
は
事
故
直
後
こ
そ
、
病
院
に
A
さ
ん
を
見
舞
つ

合
長
の
皆
さ
ん
が
、
日
月
四
日

-
m
g

た
り
、
賠
償
金
も
払
う
と
約
束
す
る
な
ど
し
て
い

の

両

日

、

福

島

県

大

熊

町

の

福

島

第

一

ま

し

た

が

、

そ

の

後

は

約

束

を

果

た

さ

な

い

ば

か

原

発

を

視

察

し

ま

し

た

。

り

か

、

「

検

察

庁

で

は

自

分

に

責

任

が

無

い

こ

と

こ

れ

は

、

町

政

懇

談

会

を

兼

ね

て

聞

を

認

め

て

く

れ

た

。

」

な

ど

と

い

っ

て

、

手

の

ひ

ら

催

さ

れ

た

も

の

で

、

参

加

者

は

約

四

名

を

返

す

よ

う

な

態

度

に

出

て

き

ま

し

た

。

で
し
た
。
原
子
力
P
R
館

で

原

子

力

発

調

べ

て

み

る

と

、

確

か

に

、

検

察

庁

は

、

8
を

電

の

安

全

性

に

つ

い

て

研

修

し

た

後

、

不

起

訴

処

分

と

し

て

裁

判

に

か

け

な

い

こ

と

に

し

県

立

美

術

館

を

見

学

し

ま

し

た

。

て

い

ま

し

た

。

ど

う

に

も

納

得

が

い

か

な

い

の

で

宿

の

飯

坂

温

泉

で

は

夜

を

通

し

て

の

す

が

、

あ

き

ら

め

る

し

か

な

い

の

で

し

ょ

う

か

。

町

政

談

義

に

花

が

咲

き

、

同

行

し

た

竹

一

l
l
一
市
民
か
ら
|

内

町

長

ほ

か

、

役

場

執

行

部

に

と

っ

て

〈

囲

窓

口

〉

ご

質

問

の

よ

う

な

検

察

官

の

処

分

に

納

も

有

意

義

な

時

間

と

な

っ

た

よ

う

で

す

。

得

で

き

な

い

と

き

に

、

そ

の

処

分

が

正

し

い

か

ど

皆

さ

ん

の

心

掛

け

が

良

い

の

で

し

ょ

う

か

を

審

変

す

る

制

度

と

し

て

「

検

察

審

査

会

」

う

、

一

一

日

と

も

好

天

に

恵

ま

れ

、

帰

途

と

い

う

制

度

が

あ

り

ま

す

6

は

二

本

松

の

菊

人

形

を

楽

し

む

な

ど

、

検

察

審

す

窓

会

は

、

選

挙

権

を

有

す

る

一

般

国

民

ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
!
ザ
!
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
!
ザ
!
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
!
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
?
ザ
!
ザ
ー
ザ
ー
ザ
!
ザ
!
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
!
ザ
i
ザ
!
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
i
ザ
i
ザ
!
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
!
ザ
ー
ザ
ー
ザ
!
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
!
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
!
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
!

魚

種

圏

日

月

初

日

を

も

っ

て

民

生

委

口

貝

(

児

童

委

員

も

兼

任

)

ま

た

、

こ

の

た

び

勇

退

さ

れ

た

民

生

委

員

の

皆

様

に

闘

関

聯

の

任

期

が

満

了

し

た

こ

と

に

伴

い

、

左

記

の

と

お

り

新

は

、

長

期

間

に

わ

た

り

ご

尽

力

い

た

だ

き

、

心

よ

り

感

民

生

委

員

が

選

任

さ

れ

ま

し

た

。

謝

申

し

上

げ

る

次

第

で

す

。

日
山
名
の
メ
ン
バ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
区
域
を
持

ち
、
福
祉
の
向
上
に
活
躍
さ
れ
ま
す
。

一会

晩
秋
の
陸
羽
路
を
満
喫
し
た
旅
γ

と
な
り

ま
し
た
。

ごぞん

験

{敬称膳}

氏 名 電話 1Jj_ 当 IK 

干専任 小神野治子 (67) 4084 明神町1，2， 3の上 3の下

11 長 j峯喜美子 (67) 2521 明神町4，5， 6 

11 高橋富子 (67) 3916 明神町7，8のし 8の2，8の3

11 柴 日 保子 (67) 5037 汐見ヶ丘 1のよ 1の下 2， 3， 4， 5 

11 古成 イ チ (66) 2310 二丁目全域

11 海野繁夫 (67) 4068 仲町全域

11 鴨志田 と よ (67) 2360 新聞T1の2，2のし 5，5の3，9 

11 小野崎総一 (67) 4547 祝町 1，7， 8，松ケ丘1， 2 

11 鯉 #~ 語豊 子 (67) 3921 祝町201， 2の2，3， 4， 5， 6 

11 高橋誠亮 (67) 3682 永町 1， 2， 7， 8 

11 前島友ニ (67) 3750 永町3，4， 5， 6 

11 )11 崎紀子 (67) 2531 永町9，10， 11 

11 手口 回 長一郎 (67) 2414 永町12，13 

11 岡 図 信次 (67) 2643 永町14，髭釜10の2，10の3，12， 13 

11 )11 崎久恵 (66) 1675 永阿16の1，16の2，16のに五反田 1，2， 3 

11 岸根康四郎 (66) 2811 髭釜町2，3， 4， 5 

11 伊沢 5ム (67) 2508 髭釜町11の1，11の2

11 広木繁雄 (67) 3541 北清水1，2，南清水1，.2， 3，東北大，原研独身寮

11 小野瀬光正 (67) 3292 角一全域，前原住宅，原研住宅，動燃独身寮

11 大賞寛彦 (67) 3700 神山，川口全域

11 山 ロ 太次夫 (67) 4766 報国，干拓，第 1，中部

11 今泉 肇 (67) 4373 成田，共励，第 2，大谷J[I

新任 関根歌子 (67) 2040 明神町9，10，東光台

11 オ 問 一郎 (67) 2451 明神町11の1，11の2，新町6，10 

11 大山せっ (67) 2069 金沢町会域

11 山 戸 美枝 (66) 2480 通町全域，新町1の1，7の1，7の2，7の3，11， 12 

11 坂本 匡美 (67) 6097 新町2の2，3の1，3の2，4， 5の1，5の2，8 

11 鴨川 幸江 (67) 4513 永町15の1，15の2，17 

11 )11 上美智子 (66) 2328 髭釜町 1，6， 7 

11 大賞節也 (67) 2738 髭釜町8， 9， 10のl

11 小野瀬 漢 (67) 2355 寺釜2，3， 4， 5， 9， 10， 11， 12 

11 米)11和子 (67) 2006 寺釜1，6， 7， 8 

11 野 口 恭子 (67) 4337 蔵前全域，舟i度全域

11 自 山 晃 (67) 3259 J二宿全域，中宿全域

11 亀山新蔵 (67) 2280 中宿，下宿，矢場

11 粟 国 功 (67) 6235 荒谷， ~兵欠，古宿，上宿

襲撃新鶴生霊委員の紹介護霊

町 IK 募金額

下宿 18，900内
矢場 25，900円
干拓 6，300円
松川報国 16，100円
松川第一 12，200用
松J[I中部 11，200円
松川共励 8，400円
松]11第二 11，200円
大谷川| 9，100円
成田 10，500内

町区 募金額

前原 2 28，000円
11 3 21，700内
原研住宅 22，900fII 
東北大寮 4，900円
神山 14，000円
川口 9，100円
荒谷 32，200円
浜欠 7，000円
古宿 46，200円
上宿 24，300fII 
中宿 23，800fII 

79，500円
30，490円
30，000円
10，000円
10，000円
10，000円
10，000向
10，000円
10，000円
10，000円
10，000円
10，000円
10，000円
5，700円
5，000円
5，000円
5，000円
39，480同
17，179円
7，206円
6，223内

乾 会

大洗町役場職員

大洗町身体障害者福祉協会

茨交大洗ホテル

高銀商 1古

制谷藤水産

伯)大 J守

備)古川電設

小野屋機販(伺

街)小野瀬海務

大洗町議会議員

石山 修

重笑 光
開 清夫

坂本忠一

森寅商庖

蔦~街活
大洗町立磯浜小学校

大洗町立第一中学校

大洗町立 iU毎小学校
大洗町立祝町小学校

事業所@団体@個人及び学校

(5，000円以上寄附者)

町区 募金額

ミ子釜 5 17，500同
11 6 18，200円
11 7 13，900内
11 8 14，000円
11 9 15，400向
11 10 19，500円
11 11 31，500円
11 12 8，000fII 
船渡 1 16，600fII 
11 201  17，500円
11 2σ) 2 13，200円
11 203  14，300円
11 3 25，900円
11 4 18，200円
蔵前 1 24，800円
11 2 19，000円
11 3 11，400円

" 4 16，400円
上宿 I 16，100円
11 2 16，800fII 
11 3 21，700円
仲宿 1 15，000円
11 2 15，000円
北清水1 28，000円

" 2 18，900円
南清水 l 16，800円
11 2 17，000円
11 3 12，400円
角ー 1 29，100月
11 2 36，400円
11 3グ)1 18，900円
11 3σ) 2 17，600内
11 4 11，200円
11 5 25，900fII 
11 6 16，200fII 
前原 l 22，400円

平成元年度

昨
年
の
十
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
た

っ
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
」
は
町
民

各
伎
の
緩
か
い
ご
理
解
と
、
募
金
奉
仕

者
で
あ
る
町
内
会
長
、
事
業
所
団
体
、

各
学
校
等
の
関
係
者
の
方
々
の
ご
協
力

に
よ
り
、
四
百
万
四
肝
七
百
九
拾
八
円

(
口
月
日
日
現
在
)
の
寄
附
金
が
ょ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
お
金
は
、
茨
城

県
共
同
募
金
会
を
通
じ
て
、
よ
り
暖
か

い
地
域
社
会
を
作
る
と
い
う
顧
い
を

こ
め
て
民
聞
社
会
福
祉
事
業
推
進
の
た

め
、
老
人
、
心
身
障
害
児
者
、
母
子
、

養
護
、
保
育
所
等
の
社
会
福
祉
施
設
、

ま
た
各
市
町
村
地
域
の
中
で
福
祉
の
向
上

の
為
に
、
各
地
区
の
社
会
福
祉
協
議
会

の
事
業
資
金
と
し
て
公
平
に
配
分
さ
れ
、

身
近
な
と
こ
ろ
で
役
立
っ
て
お
り
ま
す
o
F
 

本
年
度
の
各
町
内
及
び
事
業
所
、
団

体
等
の
方
々
よ
り
ょ
せ
ら
れ
た
募
金
の

結
果
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。
紙
上
を

お
借
り
い
た
し
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。出
向
、
未
整
理
の
町
内
も
わ
ず
か
あ
り

ま
す
が
、
重
ね
て
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

町区 募金額

永町 3 11，000円
11 4 15，400円
11 5 25，500内
11 7 23，500円
11 8 17，100fII 
11 9 26，600円
11 10 41，000fII 
11 11 21，600円
11 12 21，700河
11 13 40，000円
11 14 35，000円
11 15のl 39，300円
11 15の2 22，400円
11 16σ)1 40，600円
11 160 2 39，900円
11 160 3 45，500内
11 17 34，300内
髭釜 1 26，500円
11 2 26，900円
11 3 18，100円
11 4 21，100円
11 5 23，800円
11 6 19，600円
11 7 22，400円
11 8 15，000円
11 9 21，300円
11 100 1 35，400円
11 10σ) 2 39，300円
1110の3 24，500円
111101 37，400円
1111σコ2 48，300fII 
11 12 31，500円
寺釜 1 18，900月
11 2 16，100円
11 3 23，100向
11 4 12，600円

町区 募金額

祝町 l 58，800円
11201 24，500円
11202 32，200円

" 3 20，300円
11 4 31，000円
11 5 21，000円
11 6 8，400円
11 7 11 ，200向
11 8 13，300向
松ケ丘1 26，100円
11 2 32，200円
通町 l 10，200内
11 2 29，700円

" 3 12，600河
新町1のl 11，500円
11102 5，000円
11 2の1 11，200円
11202 7，000円
11 301  14，000円
11 3σ) 2 16，500fII 
11 4 12，200円
11 5 23，300円
11501 23，700円
11 502  17，500円
11503 28，200fII 
11 6 27，300円
11701 15，400円
"702 8，500円

" 7の3 23，100円

" 8 19，600円
" 9 60，900円
11 10 15，400円
11 11 19，600円

" 12 14，700円
永釘 1 16，400同

" 2 21，200円

町区 募金額

明神町 l 26，800円

" 2 33，600円
" 3の上 23，100円

" 3の下 11，000円

" 4 18，200円
11 5 32，900円
11 6 25，900円
11 7 25，200円
11801 13，000円
11802 10，000fII 
11 8グ)3 14，000円
11 9 25，900円
11 10 16，800円
1111のl 52，500内
"11の2 44，800円
東光台 75，600円
一丁目 lの上 33，500円
11 lの下 26，600円
11 2 31，000円
11 3 18，200円
11 4 14，700向
11 5 13，000fII 
汐見ヶ丘 18，200円
二了El1 35，900円
11 2 26，100円
11 3 30，000円

" 4 16，800円
仲IIIT 1 8，620円
11 2 21，600円
11 3 25，400fII 
11 4 22，0u0円
金沢町1 23，100円
11 2 11，900円
11 3 19，600円
11 4 17，000円

" 5 28，000円
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ま
志
づ
く
り
の
た
め
の
ア
イ
デ
ィ
ア
大
募
集

大
洗
町
が
好
き
/
と
い
う
皆
さ
ん
、
「
ふ
る
さ
と
創
生

資
金
一
億
円
」
の
有
意
義
な
使
い
方
に
つ
い
て
、
あ
な

た
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

寄
せ
ら
れ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
ほ
、
こ
れ
か
ら
組
織
さ
れ

る
創
生
事
業
検
討
委
員
会
(
恨
称
)
の
重
要
な
検
討
テ
ー

マ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
応
募
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
拍
選
で
、
田
名
に

シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
(
捌
円
相
当
)
を
進
呈
し
ま
す
。

Fふる言5~ニ謹u鑑一信義開J署置とう髄う守

主(三(長ヂ閣
い効体な案イ閣|
て果的ぜ理デ I~*I
(予内必由イ仁コ
害想、容要 ア
式もかの
自~ ~名

由称

位ミ同じ土壊で考えよう/

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
役
場
広
報
公
聴
室
ま
で
郵
送
す

る
か
持
参
し
て
下
さ
い
。

日
倒
閣
閣
団
山

平
成
2
年
2
月
5
日
(
月
)

口
問
問
問
問

地
域
特
産
口
聞
の
開
発
、
伝
統
文
化
の

継
承
・
復
活
、
イ
ベ
ン
ト
(
祭
)
、
繰
化

事
業
、
シ
ン
ボ
ル
づ
く
り
、
観
光
施
設
、

福
祉
厚
生
事
業
、
人
材
育
成
、
奨
学
金

制
度
、
計
画
づ
く
り
、
:

こ
の
他
、
柔
軟
な
発
想
で
、
「
ウ

1
ン

な
る
ほ
ど
/
」
と
う
な
ら
せ
る
よ
う
な

ア
イ
デ
ィ
ア
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

広
報
公
聴
室

宮

町

5
1
1
1
・
内
線
悦

政
恭
一
戸
税
務
署
か
ら
m

欝明一
w
T
威
一
元
年
中
に
住
宅
を
取
得
し
た
方
へ

平成2年 1月5日

住
宅
ロ
!
ン
等
を
利
用
し
て
マ
イ
ホ

ー
ム
を
取
得
し
た
り
、
増
改
築
等
を
し

た
と
き
に
は
、
一
定
の
要
件
に
当
て
は

ま
れ
ば
、
居
住
し
た
年
か
ら
5
年
間
住

宅
取
得
等
特
別
撞
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
、
所
得
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

こ
の
特
別
控
除
を
受
け
る
に
は
、
確

定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

給
与
所
得
の
み
の
方
を
対
象
に
申
告
説

明
会
と
確
定
申
告
の
受
付
を
し
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
、
当
日
確
定
申
告
を

済
ま
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

0
5
時

平

成

2
年
2
月
6
日
(
火
)

午
前
叩
時
@
午
後
2
時

。
場
所
水
戸
市
楠
町
1
1
3
1
1

水
戸
合
同
庁
舎
2
階
大
会
議
室

。
持
参
す
る
も
の

①
一
元
年
分
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
薬

②
家
屋
の
登
記
簿
謄
本
(
又
は
抄
本
)

③
請
負
契
約
書
(
又
は
売
買
契
約
書
}

の
写
し

④
住
民
票
の
等
し

⑤
金
融
機
関
等
か
ら
交
付
さ
れ
た
「
住

宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末

残
高
証
明
書
」

⑥
建
築
確
認
通
知
書
の
等
し
(
増
改
築

の
場
合
)

⑦
印
鑑
③
預
金
通
帳

⑨
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
計
算
用
具

平成2年成人式のお知らせ

今
春
、
成
人
を
迎
、
え
る
み
な
さ

ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
洗
町
で
は
、
み
な
さ
ん
の
前

途
を
祝
福
し
、
平
成
2
年
成
人
式

を
次
に
よ
り
行
な
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
お
揃
い
で
、
ご
参
列

下
さ
る
よ
、
つ
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

@

と

き
平
成
2
年
1
月
日
日

受

付

午

前
9
時
間
分
1

午
前
日
時

午
前
日
時
j

式
典

⑧
と
こ
ろ
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

舎大洗文化センタ-1月分行事予定表

ホール

ホール

ホール

平成 2年大洗町成人式

第4図ふるさと新春紅白歌合戦
カラオケ大会

新春子どもお楽しみ映画会

書貯金時間

10: 00 

10: 00 

9 : 30 
13: 30 

9 : 00 10日(水)

15日(月)

21日(日)

28 B (日)

開催日

日年室
の 4 年
間月の
に 2 成
出巨人
生 1該
し日召当
た和者
方 45は
で年
す 4 昭
。月手口
1 44 

大会議家

ホール

メ合、
:z;; 

茨城県小中学校教頭会講演会

{事研営経l3 : 00 

10: 00 

28 B (日)

31 B (水)

属
医
立
ン
大
会

マ

日

時

2
同
月

4
日
(
日
)

受
付
:
・
雌
8
・・却

開
会
式
:
・
釧
9
・・∞

閉
会
式
・
:
釧
日
・
・
却

※
雨
天
の
場
合
、
日
日
(
包
)
に

延
期
し
ま
す
。
そ
の
時
は
朝
7

時
に
無
線
放
送
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

マ
コ
ー
ス
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
前
道
路

マ

種

目
小
学
生
4
・
5
・
6
年
別

(
男
女
別
)
2
h

中
学
女
子
2
[問
中
学
男
子
3
岡

高
校
女
子
3
同
一
般
女
子
3
3
m

高
校
男
子
5
1
m

一
般
男
子
5
1四

壮
年
(
胡
歳
以
上
)
5
2師

マ
参
加
資
格

当
町
に
居
住
、
も
し
く
は
勤
務
・
在

学
し
て
い
る
者
(
オ
ー
プ
ン
参
加
可
)

マ

表

彰

一
国
一
参
加
者
霧
集
/

一
軒
一
裁
麟
麟
盤
轍
畿
畿

新
年
の
品
川
工
高
く
、
自
分
の
凧
を
舞
上
が
ら
せ
て
み
ま

せ
ん
か
/
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
き
あ
、
今
晩
か
ら

手
づ
く
り
ダ
コ
に
挑
戦
で
す
。

O
臼

時

1
月
幻
日
(
日

)i雨
天
時
1

/
却
に
延
期

※
両
臼
と
も
雨
天
の
場
合
は
中
止

〔
受
付
)
午
前
8
時
却
分

〔
開
会
式
〕

9
時

〔

終

了

〕

正
午

O
場

所

大
洗
サ
ン
ビ

i
チ

大

種

目

小
学
生
の
部
(
低

学
年
・
高
学
年
)

中
学
生
の
部

高
校
・
一
般
の
部

古
風
の
規
格

自
由
(
た
だ
し
、

古
来
か
ら
の
伝
統

に
そ
っ
た
も
の
)

女

参

加

費

無

料

ム
M

賞
口
問
等
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
と
優
勝
j

6
位
・

努
力
賞
(
全
員
に
豚
汁
サ
ー
ビ
ス
あ
り
)

カ
参
加
申
込
当
日
会
場
で
受
付

[
間
合
せ
先
}

商
工
観
光
課

盤
町

5
1
1
1
・
内
線
組

各
種
目
と
も
1
佼
か
ら
6
位
ま

で
賞
状
及
び
副
賓
参
加
者
全

員
に
参
加
賞
完
走
者
に
は
完

走
証
を
贈
る
。

マ

参

加

費

無

料

V
主

催
体
育
協
会
・
教
育
委
員
会

{
申
込
み
・
問
合
せ
先
}

教
脊
委
員
会
社
会
教
育
係

宮
前
l
j
j
2
4
1
1

(
締
切
日

1

/
弘
)

(H.l.lO月現在)
大洗町における交通事故の発生状況

と世帯

( 12月11ヨ現在)

函Tの人担

増減数前年同期年本

2 (-21) 8 ( 99) ( 78) 6 発生件数出生17人21，199人(-42) 人口

10，456人(-18)
土o( +2) 

負傷者数 3 (-24) 

6) 

9 (133) 

l 8) 

(109) 

死者数
死亡12人

転入27人10，743人(-24) 

5湾

女

転出74人6，186戸(+1) 世帯数

保健センター

だより

仲宿 1区

大内真吾くん
(12ヶ月)

2 1 1 l 1 1 
月/ / 

術/25 
/ / / / 

附 1 かj()24 ω23 (月)22休:)11 日

手L 母 母 母 母 手L
事

子 子 予
児 イ呆 イ呆 保 子 児

健 健 健
業

健 中目 健
教 教 教

名診 主山主 室 ヰ三ミ 談 診

生後生後
妊 妊 妊 (母 生生
娠 娠 娠 聖位 後後

6 2 6 6 6 に及 6 2 
対カカ カ カ カ よUど カカ

月月 月 yl 月 り乳 月月
I I 変革子 幼児 I I 
7 3 9 9 9 7 3 

象カカ カ カ カ

場メあるu も入

カカ
月月 月 月 月 月月
(7)σ〉 σ) 。〕 ♂〉 σ)(7) 
者者 争万

初産 争n 者者
名iff. 産 り

σ〉 (7) σ〉 すま
者 者 考

l 1 10 1 9 l 

イ時受間寸
2持 3時 2時 3持 11時 2時
時00時30時00時30時30時00
00分 30分 00分 30分 30分 00分
分 分 分 分 分 分

宣
言
語
童
話
オ
ギ
ハ
ラ
保
健
婦
の
三
言
霊
霊
霊
霊
言

E
E
Z

霊一言盆一言言三霊

韓
議
暗
記

φ

φ

鱗

ー
お
潜
の
飲
み
万
教
え
ま
す
|

明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
も
ど
7
ぞ
よ
ろ
し
く
。

き
て
、
忘
年
会
か
ら
新
年
会
と
、
と

か
く
普
段
よ
り
お
溜
を
飲
む
機
会
が
多

い
こ
の
季
節
。
皆
さ
ん
の
回
同
揚
や
肝
臓

は
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。

苦
か
ら
、
お
酒
は
「
百
薬
の
長
」
と

い
わ
れ
ま
す
が
、
飲
み
方
し
だ
い
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

で
は
、
「
百
薬
の
長
」
と
な
る
よ
う
な

上
手
な
飲
み
方
と
は
7

川
酒
の
且
一
重
は
一
司
臼
本
酒
で
2
合
に

ビ
i
ル
な
ら
2
本
ま
で
。
こ
れ
以
上

に
な
る
と
、
肝
臓
の
処
理
能
力
に
負
犯

が
か
か
り
ま
す
。

問
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
飲
む

ア
ル
コ
ー
ル
が
ゆ
っ
く
り
吸
収
さ
れ
、

悪
酔
い
も
防
げ
ま
す
。

凶
低
脂
肪
・
高
輩
出
質
の
お
つ
ま
み
を

肝
臓
の
働
き
を
助
け
る
と
と
も
に
、

関
の
粘
膜
を
保
護
し
て
く
れ
ま
す
。

「
機
能
回
復
訓
練
」

)内は平成元年 1汚からの累計です。

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
j
午
前
日
時
)

0
1
月
ロ
日
樹

0
1
月
訪
日

ω

0
1
月
四
日
幽

0
1
月
お
日
附

0
1
月
初
日
樹

0
1
月
初
日
閃

0
2
月
2
日
樹

催事内:容

水戸地区交通安全協会主催による
運転免許更新特講習会

大洗町主催による新成人を対象に
した成人式典

全国ふるさと芸能振興会主催によ
るカラオケ大会

大洗文化センター主催による「ゴジ
ラvsビオランテJの映極上峡会

側常陽主催による研修会

茨城県小中学校教頭会主催による
講演会

※主な催しのみです。詳しくは文化センタfi'66-2411へお間合わせ下きい。

※( 

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
i
午
後
3
時
)

0
1
月
9
臼
附
専
門
療
法
士
来
所

0
2
月
6
日
附
専
門
療
法
士
来
所

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
者
で
機
能
回
復
訓
練

を
必
要
と
す
る
者

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

(
支
腐
・
納
豆
・
焼
魚
・
煮
魚
な
ど
)

凶
酒
飲
み
も
週
休
二
日
棋
を
と
る

同
強
い
お
酒
は
薄
め
て
飲
む

ウ
イ
ス
キ
ー
、
焼
酎
な
ど
を
ス
ト
レ

ー
ト
で
飲
む
と
、
回
同
に
穴
を
あ
げ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

山
間
二
日
酔
い
に
効
く
食
物
を
と
る

牛
乳
・
お
茶
・
果
物
や
フ
ル
ー
ツ
ジ

ュ
ー
ス
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
代
謝
を
早

め
て
く
れ
ま
す
。

以
上
の
こ
と
を
守
れ
ば
、
「
い
い
酒

飲
み
」
と
言
わ
れ
、
大
い
ぱ
り
で
す
)

お
酒
を
飲
め
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ヨタヨタ走っているバイクを

見たら私と思って下さい。


